
次では遅い？
こ
の
３
重
点
政
策
で
Ｇ
Ｏ
！

や
る
こ
と
や
ら
ず
に
12
年
終
わ
り
？

「
新
城
市
に
は
自
然
・
歴
史
が
豊
富
、
新

東
名
が
開
通
し
て
交
通
の
便
も
良
い
」
と
考

え
て
い
る
だ
け
で
は
、
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

消
滅
可
能
性
都
市
の
出
口
は
見
え
て
い
ま
す

か
？
合
併
12
年
の
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
も

う
、
変
え
る
し
か
な
い
の
で
は
？

重
点
政
策
で
市
民
の
協
働
の
方
向
を

効
率
的
な
ま
ち
づ
く
り
は
、
市
民
、
議
会
、

行
政
が
一
つ
の
方
向
で
協
同
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
「
あ
れ
も
こ
れ
も
や
り
た
い
」
で

は
な
く
、
重
点
を
決
め
て
、
市
民
の
力
を
集

中
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
、
提
案
し
ま
す

【
３
重
点
政
策
】

①
健
康
寿
命
日
本
一
の

ま
ち
づ
く
り

②
歴
史
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り

③
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
自
足
の

ま
ち
づ
く
り

①
健
康
寿
命
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
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②
歴
史
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

健
康
寿
命
（自
立
し
た
生
活
寿
命
）

を
延
ば
す
た
め
に

有機無農薬

の農業推進
子どもの時

からの食生活

の見直し

地域コミュ

ニティー活

動の推進

地域自治区

による地域活

性化の担い手

を高齢者に

◆地元産業が活性化→有機農業の先進地。

→生涯現役の職場づくり。

→特産品の開発促進。

◆医療費・介護費用が低減→財源に余裕。

◆元気な高齢者が地域で買物→商店街活性。

◆地域自治区が元気に活動→元気な地域づくり。

学校給食を

地産地消で

安心・安全を

最優先に

文化活動に

親しむ

環境整備

「食」の専

門家との連携に

よる食文化

づくり

市
内
の
歴
史
観
光
で

経
済
循
環
を
促
進
さ
せ
る
た
め
に

◆観光産業が職場を作る→地域でお金が循環。

◆新城が話題に→歴史以外の資源でも活性化。

◆田舎に人が集まる→若者の地元への愛着増。

→市外からの流入人口増。

◆地域自治区が元気に活動→元気な地域づくり。

武将観光で

全市統一 視覚で楽し

める資源整備

の推進

各地域自治

区との連携

強化

市内観光の

ための交通網

の充実

庁内専門プロ

ジェクトチーム

の発足

宿泊施設の

増設

こだわりの

土産づくり

観光を中心

に据えた商店・

飲食店づくり

③
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
自
足
の
ま
ち
づ
く
り

◆森林が宝の山に→雇用増と自然環境保護。

◆エネルギー政策が観光産業に

→市外からの新城市をめざす流れを増やす。

◆地域内でエネルギー経済循環が実現。

→利益を市民サービスへ還元。

◆地域自治区が元気に活動→元気な地域づくり。

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
自
足
で

経
済
循
環
を
促
進
さ
せ
る
た
め
に

木質バイオマス

で森林政策を練

り直す

太陽光・水力等

の再生可能エネル

ギーの利用

新城市で市民

の電気を扱う売電

会社の設立

地域毎の自

給自足のエネ

ルギー政策づ

くり

里山資本

主義の発信と

実践

白井
みちひろ

何も産ま

ない山が宝の

山にできる



2017年2月発行 発行責任者 白井 倫啓（みちひろ） 杉山字前野16-2（℡ 090-1290-2224）

市政改革の要は、市長・職員の意識改革！？
市民に「自治」を求めるのなら、行政・議会が率先垂範するのが当然です！？

◆時代は「農村回帰」で動いている。農山

村の価値を理解し、農山村の資源を活か

す職員づくり。

◆「真の豊かさ」を実践する自治体づくり。

時代の流れを読む
◆業務の効率化→第三者組織に評価を依頼。

◆職員数の適正化→業務の見直し実施。

→地域自治区との責任の明確化。

◆残業ゼロの追求→１億円余の人件費削減。

◆市民公開の予算編成。市民目線で無駄を排除。

◆市長直属の政策組織を編成。→日常的な情報収集と政策立案。

→政策の実行・検証。

◆組織の簡素化→決断の迅速化。

◆費用対効果で事業の仕分け。

財源をつくる

決断と実行

政策の転換で生み出した財源で子育て支援！
補助金に頼っているだけでは何も変わらない！自ら財源を作る覚悟が不可欠！

◆新城市の未来を語れる職員の育成。

→将来を先取りする自治体づくり。

◆地域に出ていく職員の育成。

→市民の生の声を常に把握。

◆専門性・情報収集能力の向上。

◆「Ｎｏ」と言わない職員気風の醸成。

未来を語る職員づくり

◆地域自治区の自立の促進。

◆地域自治区と行政との責任範囲の明確化。

◆市民組織を育成し、行政との協働の促進。

◆居住地区で住民との協働を進める職員づくり。

◆市民との情報共有→出前講座の充実。

◆名実ともに二元代表制の実現。市長と議会が切磋琢磨して市政進展。

◆議会・常任委員会毎の年度活動実績報告に基づく予算システム化。

◆議員視察の市民報告会の実施。市民が費用対効果を判断。

◆議会モニター制度の創設。→市民自ら議会をチェック。

◆議会基本条例の継続的な充実→市民と共に議会基本条例の到達点の確認。

市民に信頼される議会をつくる

市民との協同

【
略
歴
】

◆
生
年
月
日

昭
和
32
年
9
月
18
日
生
ま
れ

◆
学
歴

千
郷
小
・
中
、
新
城
東
高
校
、

三
重
大
学
工
学
部

◆
職
歴

機
械
製
作
メ
ー
カ
ー
に
19
年
間
勤
務

（
議
員
立
候
補
の
た
め
に
退
職
）

◆
市
会
議
員

平
成
11
年
か
ら
21
年
、
平
成
25
年

か
ら
29
年
、
計
14
年
間
。

◆
市
長
選
立
候
補

平
成
21
年
11
月

◆
新
庁
舎
住
民
投
票

多
く
の
市
民
と
の
協
同
で
実
現
。
「
絶
対
見
直

し
は
し
な
い
」
と
言
っ
て
い
た
市
長
・
議
会
が

政
策
を
変
更
。

◆
有
機
栽
培
・
自
然
栽
培
の
実
践
。

◆
産
直
の
店
。
有
機
無
農
薬
栽
培
仲
間
と
こ
だ
わ

り
の
産
直
の
店
開
設
。

◆
歴
史
の
見
え
る
ま
ち

づ
く
り
。
「
笛
の
盆
」

に
よ
り
長
篠
城
址
、

鳳
来
寺
山
、
野
田
城

址
で
活
動
中
。

◆
一
言

今
度
こ
そ
変
え
な
く

て
は
、
次
で
は
遅
い
。

そ
ん
な
思
い
で
取
組
中
。

白
井
倫
啓
、
議
員
14
年

経
験
を
活
か
し
ま
す
！

白
井
み
ち
ひ
ろ


